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うたせ船感謝祭

18
年
目
を
迎
え
た
魚
の
朝
市

　
　
”
鯛
の
み
そ
汁
”
の
振
る
舞
い
に
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た

広報
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町
民
体
育
祭
陸
上
競
技
大
会

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
９
日
、
地
域
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町

民
体
育
祭
陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
浦
、
大
東
、
佐
敷
、
湯
浦

の
４
つ
の
地
域
体
育
協
会
の
選
手
・
役
員
約
１
，
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

１
，
５
０
０
ｍ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
幼
児
・
小
学
１
・
２
年
生
の
50
メ
ー

ト
ル
走
、
二
人
三
脚
、
大
縄
跳
び
、
消
防
団
リ
レ
ー
な
ど
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技

を
含
め
26
の
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
新
た
な
種
目
と
し
て
団
旗
リ
レ
ー
が
加
わ
り
、
男
女
混
成
で

行
っ
て
い
た
綱
引
き
が
男
女
別
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
町
民
リ
レ
ー
は
、
例
年
以
上
に
応
援
に
熱
が
入
り
、
手
を
叩
き
な

が
ら
大
声
で
声
援
を
送
る
人
で
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
湯
浦
体
協
の
４
連
覇
を
阻
止
し
た
佐
敷
体
協
が
平
成
19
年
度
以

来
と
な
る
４
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

佐
敷
体
協
が
４
年
ぶ
り
に
優
勝

【総合成績】
　優勝　佐敷体協　８７７. ５点
　２位　湯浦体協　８４５. ０点
　３位　田浦体協　６７６. ５点
　４位　大東体協　４６８. ０点

【入場行進】
　優秀賞  大東体協

▲小学女子（２年生）５０m、みんな一斉にスタート

▲むかで競争リレー、足をそろえなくっちゃ！

昼休みに披露された JKA ジュニア新体操▶
クラブの演技

▲綱引き（男）、力が入っています

◀
青
春
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
、
狙
い
を
定
め
て
シ
ョ
ッ
ト

　

岩
永
好
江
さ
ん
（
本
町
）
が
10
月
22
日
に

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
入
所

さ
れ
て
い
る
五
松
園
で
は
、
ご
家
族
と
と
も
に
施

設
職
員
、
入
所
者
の
方
々
が
お
祝
い
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
竹
﨑
町
長
は
「
１
０
０
歳
の
お
誕

生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
岩
永
さ
ん
が
芦

北
町
で
14
人
目
の
１
０
０
歳
の
方
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
慶

祝
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

長
男
の
岩
永
勝
好
さ
ん
が
「
母
は
戦
争
未
亡
人

で
熊
本
県
母
子
連
合
会
の
理
事
と
し
て
精
力
的
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
家
業
で
あ
る
醤
油

業
の
発
展
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
に
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

祝
１
０
０
歳

　
　
　
岩
永
好
江
さ
ん

　

熊
本
県
派
遣
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
10
月
３
日
か
ら
10
月
15
日
ま

で
宮
城
県
東
松
島
市
役
所
へ
人
的

支
援
熊
本
チ
ー
ム
第
26
陣
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
初
日
か
ら
は
各
種
申
請

デ
ー
タ
の
入
力
作
業
、
３
日
目
か

ら
は
総
合
案
内
係
の
業
務
を
担
当

し
ま
し
た
。
日
常
の
申
請
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
被
災

者
へ
の
支
援
制
度
が
あ
る
と
い
う

こ
と
さ
え
知
ら
ず
に
相
談
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
、
周
知
が
行
き
届
い

て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
広
報
誌

等
で
情
報
収
集
を
ま
め
に
さ
れ
て

い
る
方
を
多
く
見
掛
け
ま
し
た
。

　

総
合
案
内
係
の
業
務
は
、
市
役

所
の
最
前
線
で
、
来
庁
者
の
方
の

用
件
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
ど
う

東
日
本
大
震
災

　
　
復
興
支
援
活
動
報
告
建
設
課
　
田
中
総
一
郎

い
っ
た
用
件
で
来
ら
れ
た
の
か
を

的
確
に
判
断
し
、
各
種
担
当
部
署

へ
の
案
内
お
よ
び
引
き
継
ぎ
を
行

い
、
来
庁
者
は
も
と
よ
り
、
職
員

の
方
々
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
も

の
で
し
た
。

　

我
々
の
不
慣
れ
な
受
け
答
え
に

も
、「
わ
ざ
わ
ざ
熊
本
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
」「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
や
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
く

こ
と
も
多
く
、
一
期
一
会
の
素
晴

ら
し
い
出
会
い
と
別
れ
が
あ
っ
た

活
動
期
間
で
し
た
。

　

今
回
の
災
害
派
遣
を
機
に
東
松

島
市
の
方
々
を
は
じ
め
、
日
本
全

国
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
と
関
わ
れ
た
こ
と

は
、
非
常
に
よ
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

　

震
災
か
ら
７
か
月
が
経
ち
、
避

難
所
は
全
て
閉
鎖
を
さ
れ
ま
し
た

が
、
未
だ
仮
設
住
宅
等
へ
の
入
居

が
済
ん
で
い
な
い
方
々
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
復
興
ま
で
は
ま
だ

長
い
道
の
り
で
す
が
、
今
後
も
何

ら
か
の
形
で
応
援
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。

▲東松島市役所で来庁者の話を聞
　く田中主事（写真右）

　

船
津
地
区
公
民
館
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
代
表

者 

立
丸
一
葊
さ
ん
、
隊
員
15
人
）
が
文
部
科
学

大
臣
表
彰
「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励

賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
立
丸
代
表
が
全
国
的

に
子
ど
も
の
事
故
や
事
件
が
多
く
報
道
さ
れ
て
お

り
、
自
分
た
ち
の
地
域
で
子
ど
も
の
見
守
り
活
動

が
で
き
な
い
か
と
地
区
の
方
々
と
話
し
合
い
、
平

成
18
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
佐
敷
小
児
童
な
ど
の
登
下
校
時
の

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
日
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
交
通

安
全
教
室
や
高
齢

者
宅
へ
の
定
期
的

な
訪
問
・
声
か
け

活
動
を
さ
れ
て
お

り
、
佐
敷
小
の
学

校
行
事
に
も
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

立
丸
代
表
は
「
大

変
名
誉
な
賞
を
い

た
だ
き
あ
り
が
た

い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
活
動
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
い
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し

た
。

毎
日
の
活
動
が
評
価
さ
れ

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

！
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ま ち の 出 来 事ま ち の 出 来 事

 　芦北町では７月から地球温暖化防止などを目的に環
境にやさしい燃料の「バイオディーゼル（BDF）製造
モデル事業」に取り組んでいます。町民の皆さまのご
協力により食用油の廃油をこれまでに１，６４８ℓ回
収できました。集まった廃食油を精製してできた BDF
を燃料とした町の一般廃棄物運搬トラックやゴミ収集
車４台の出発式が１０月２６日に行われました。ゴミ
収集車に安定して燃料を供給するためにはまだまだ廃
食油の量が必要です。今後も引き続き各家庭や事業所
の廃食油の回収を町の委託を受けた（株）イワモトが
行います。廃食油がペットボトルに３本以上溜まった
ら回収に伺いますのでご連絡ください。
連絡先  ☎８２−１００２（イワモト芦北事業所）

BDF 燃料で走る清掃車始動

灯ろうのあかりで夜長を過ごす

　薩摩街道佐敷宿交流館「桝屋」で１０月１５日、「やさ
しきまちの灯りアート展」が行われました。佐敷地区の
実行委員会が毎年行っており、今年で１０回目の開催と
なりました。会場の「桝屋」周辺には約 6 ００個もの灯
ろうが飾られ、来場者の目を楽しませていました。
　灯ろうのほのかな光が会場を幻想的に照らす中、　灯
りコンサートとして八代市のジャズバンド「スウィント」
による演奏が行われ、来場者はジャスの音色に耳を傾け
ていました。また、子どもたちによるピアノ演奏や紙芝
居もありました。その他、佐敷地域に伝わる昔ながらの「わ
りご弁当」の販売や１０周年を記念して豚汁などが振る
舞われました。

全国からの参加者とさわやかな汗

　ねんりんピック２０１１熊本大会の協賛イベントと
して実施された「全国バリアフリーディスクゴルフ競
技芦北大会」が１０月１６日に御立岬公園キャンプ場
で行われました。大会には全国から高齢者や障がい者
１８３人が参加。この日は晴天に恵まれ参加者は和気
あいあいとした雰囲気で交流を深めながら、さわやか
な汗を流されていました。この競技はプラスチック製
の円盤（ディスク）を使用し、鎖がついたゴールに何
投で投げ入れることができるかを競うスポーツです。
ゴールには鈴が付けられており、ゴールの位置を伝え
ることができ、視覚障がい者の方も楽しむことができ
ます。年齢や性別など関係なく誰でも楽しめることか
ら町内でも愛好者が増えています。

　１０月２４日、古石みどりの里に６６年前広島で
原爆により被爆したピアノが運び込まれ、平和コン
サートが行われました。ピアノの旋律に合わせ芦北
町の合唱団「フォローウィンドウ」の合唱などがあ
りました。
　このコンサートは広島市在住のピアノ調律師であ
る矢川光則さんが、自分でできる平和活動として
１０年前から全国で行っています。矢川さんは「子
どもたちが平和で明るい希望が持てる世の中になっ
てほしい。このコンサートが平和の尊さを考える
きっかけになれば」と話されました。来場者は爆心
地に近い場所で被爆したとは思えないほど美しく奏
でるピアノの音色に聴き入っていました。

世界平和を祈るコンサート

　「子ども１１０番の家」と書かれたプレートの交付
式が１０月１３日に行われ、芦北警察署の小場佐刑
事・生活安全課長から芦北町小中学校長会会長の鬼塚
校長（内野小）に交付されました。このプレートは、
芦北町防犯協会と芦北警察署が今回初めて作成され
ました。「子ども１１０番の家」とは、子どもたちが
このプレートが掲げてある家に助けを求めて駆け込む
と、その家の方が子どもを保護し１１０番通報し、ト
ラブルに巻き込まれるのを家庭・地域・学校が一体と
なって防ぐために行っている活動のことです。現在町
内では、各小学校の委嘱により主に通学路近くの家庭
２６０戸の協力を得て活動されています。

子どもを犯罪や事故から守る

１本のタスキに思いを込めて
　平成２３年度芦北水俣郡市中学校駅伝競走大会が１０月
２０日、津奈木町で開催されました。女子は１２．５km を
５人で、男子は２０．５km を６人の選手でタスキを繋ぎま
した。女子は序盤から最後まで津奈木中、湯浦中、田浦
中の３チームの競り合いとなりました。優勝したのは津奈
木中。湯浦中は惜しくも７秒差で２位、田浦中もトップに
遅れること４３秒でゴールしました。男子は水俣１中が優
勝。各男女１位と２位は１１月１１日に天草市で開催され
る県大会に出場します。

【女子】２位湯浦中  ３位田浦中  ５位佐敷中  ９位大野中
【男子】３位湯浦中  ４位田浦中  ５位佐敷中  ９位大野中
【区間賞】　荒川琳香（２区、湯中２年）、籔下美里（４

　　　　　区、湯中３年）、田中さよ（５区、佐中２年）、諌山雄一郎（５区、湯中２年）
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職
員
の
給
与
と
定
員
管
理

（５）期末手当・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225 月 0.675 月

12 月期 1.375 月 0.675 月

計 2.60 月 1.35 月

職務階級加算 役職加算　5％〜 15％

（６）退職手当

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置（2％〜 20％）

（７）その他の手当

手当名 内容および支給単価

扶養手当
配偶者　13,000 円　　
その他の扶養親族　6,500 円

住居手当 借家の場合　家賃に応じて 27,000 円を限度に支給

通勤手当
自動車の場合　距離に応じて 2,000 円〜 24,500 円
ＪＲなどの場合　運賃に応じて 55,000 円まで支給

管理職手当 41,600 円〜 62,300 円

特殊勤務手当
税務手当　月額 1,000 円〜 1,500 円
感染症防疫作業手当　1 日につき 290 円
行旅死亡人取扱従事手当　1 回につき 300 円

（２）利益の保護の状況（平成 22 年度）
不利益処分に関する不服申立て 0 件

勤務条件に関する措置の要求 0 件

（１）職員の福祉制度
健康保険 熊本県市町村職員共済組合

健康診断
定期健康診断（人間ドック受診者を除く全職員）

人間ドック受診（対象者 30 歳以上）

７　職員の福祉および利益の保護の状況

　初任者研修、入庁３年目未満研修、総務省自治大学校研修、県派遣による研修および接遇研修等を実施し、職員の能
力向上および職務の向上を行いました。
　職員の人材育成を目的として、管理職の適切な指導および助言による人事評価を行いました。

６　職員の研修および勤務成績の評定の状況（平成 22 年度）

　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力を挙げて職務遂行しなければいけません。職務の遂行に
当たって職員が守るべき義務は、次のとおりです。
①法令等および上司の職務上の命令に従う義務　②信用失墜行為の禁止　③秘密を守る義務
④職務に専念する義務　⑤政治的行為の制限　⑥争議行為等の禁止　⑦営利企業等の従事制限

５　職員の服務の状況

勤務時間 休憩時間 週休日

8:30 〜 17:15 12:00 〜 13:00 土曜日、日曜日

降任 免職 休職 降給 計

０人 ０人 ３人 ０人 ３人

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

４　職員の分限および懲戒処分の状況（平成 22 年度）

（２）部門別職員数の状況（教育長含む）

　　　　 　　　　　 区分

　部門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成 22 年度 平成 23 年度

一般行政部門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木

3 人
66 人
14 人
41 人
17 人
25 人

9 人
21 人

3 人
68 人
14 人
35 人
18 人
26 人
10 人
21 人

0 人
2 人
0 人

△ 6 人
1 人
1 人
1 人
0 人

　
育児休業者の増
　
町立老人ホーム民間移譲による減
町立老人ホーム民間移譲による再配置
農業委員会事務局の増員
町立老人ホーム民間移譲による再配置

小　計 196 人 195 人 △ 1 人

教育部門 28 人 28 人 0 人

公営企業等

水 道
下 水 道
そ の 他

7 人
2 人

14 人

7 人
2 人

15 人

0 人
0 人
1 人 町立老人ホーム民間移譲による再配置

小　計 23 人 24 人 1 人

合　計 247 人 247 人 0 人

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 257,600 円 289,800 円 347,200 円

高校卒 220,200 円 248,500 円 302,100 円

技能労務職
高校卒 ー 226,200 円 237,000 円

中学卒 ー ー ー

（２）職員の初任給の状況
区分 初任給

一般行政職
大学卒 172,200 円

高校卒 140,100 円

技能労務職
高校卒 137,200 円

中学卒 129,200 円

（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.2 歳 300,300 円 338,200 円

技能労務職 45.3 歳 244,400 円 271,600 円

( 注 ) １「平均給料月額」とは、平成２３年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　  ２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。

（４）一般行政職の級別職員数等の状況
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師

参事 係長
課長補佐

主幹
課長

審議員

職員数 22 人 39 人 46 人 36 人 27 人 15 人

構成比 11.9％ 21.1％ 24.9％ 19.4％ 14.6％ 8.1％

（注）芦北町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

２　職員の給与に関する状況（平成 23 年４月 1 日現在）

戒告 減給 停職 免職 計

１人 ０人 ０人 ０人 １人

（１）分限処分 （２）懲戒処分

（１）職員数に関する状況（教育長含む）
平成 22 年
4 月 1 日現在
の職員数  (A)

平成 22 年度中の異動 平 成 23 年 4
月 1 日 採 用

（D）

平 成 23 年 4 月 1 日
現在の職員数

(A)-(B)+(C)+(D)退職  (B) 採用  (C)

247 人 8 人 2 人 6 人 247 人

１　職員の任免および職員数に関する状況

　

町
で
は
、
職
員
の
給
与
の
実

態
と
定
員
管
理
に
つ
い
て
町
民

の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
、
そ
の
主
な
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
１
４
）

平
成
23
年
度



　自分の大切な歯で、生涯食事ができるように正しいケアで歯周病を予防しましょう。芦北町
では「体の健康は歯と歯茎から」を合言葉に「歯周病検診」を行っています。

『芦北町歯周病検診』
　◆対象者　　　芦北町に住民票のある２０歳以上の方　　　
　◆場　所　　　町内各歯科医院
　◆時　間　　　各歯科医院の診療時間内
　◆料　金　　　９００円　　
　◆受診方法　
　　「町が実施している歯周病検診」と明示してお申し込みください。
　◆問い合わせ　町内各歯科医院・保健センター
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保健センターだより

＊お問い合わせ　　保健センター　☎８６−０２００

芦北に残る文化遺産

俵踊り

　秋は、稲などの穀物や果物が実り、収穫を迎える
季節です。
　田浦の町地区（大字田浦町）には、丹精込めて育
てた稲を年貢米として完納する喜びを表した踊りが

（芦北町指定史跡　昭和５４年３月２０日指定）

⑥

伝えられています。
　俵踊りの起源は、元禄４（１６９１年）年に田浦の三島屋善四郎と竹田段次の一行が伊勢神宮参拝の
帰りに、同じ地名を持つ豊前国田浦郷（現在の北九州市門司区の地名）でこの踊りを見て感動し、住人
から踊りを習い受けて田浦に伝えたものです。３００年以上の歴史を持ち、「古代俵踊り」とも呼ばれ
ます。なお、津奈木町浜崎や水俣市久木野にも俵踊りは伝わっていて、歌詞や踊りなどに類似点が見ら
れます。
　踊りは役人、庄屋などに扮した大人による前芸（寸劇）のあと、三味線、太鼓、笛などのおはやしや
歌に合わせて、子どもたちが小さい米俵を肩や手に持ち、力強く踊ります。現在、町地区の小中学生を
中心に約２５人が、お祝い事やイベントなどで踊りを披露しています。
　俵踊りに参加している中学生が書いた作文に、次のような文がありました。「伝統は人に知ってもら
う事で、町の人に支えられ、愛されていきます。（中略）私たちは、その伝統をこわさないように、しっ
かり受け継いでいきます。」
　この姿勢を私たちも見習い、多くの人に伝えていかなければなりませんね。

▲俵踊りを披露する田浦の子どもたち

　歯周病は、むし歯以上に日本人が「歯」を失う主な原因です。しかし、実際にどのような病気でど
のような症状が出るのかを知っている方は意外と少ないようです。

●歯周病とは・・・
　歯周組織が歯垢に含まれている歯周病菌に感染し、歯肉（歯茎）が腫れたり、出血
したり最終的には歯が抜けてしまう歯の周囲組織の疾患の総称です。歯周病の初期で
は自覚がほとんどないので、気付いていない方が多いといわれています。

〜歯の表面を歯垢のない清潔な状態にしておくことが必要です！〜
　起床時に口の中が粘ついたり、歯を磨くときに出血しやすければ注意が必要です。
この段階なら日頃の生活習慣を見直し、正しくブラッシングを続けることで治すこ
とができます。
　また、どんなに丁寧に磨いても、残ってしまう汚れがあります。年に１〜２回は
かかりつけの歯科医師に診てもらい、歯垢や歯石など自分で取り除くことのできない汚れを取っても
らいましょう。

『歯周病を予防しましょう』

「歯周病」の予防は口腔内だけではなく、全身疾患の治療や予防につながります。
　①糖尿病との関係
　　インスリンの働きを阻害して、糖尿病を悪化させることがあります。
　②呼吸疾患の危険性
　　嚥下障害（ものを飲み込むときの障害）があると、口の中の細菌が誤って気管に入り、肺炎を引
　き起こすことがあります。
　③妊婦への影響
　　妊婦期は食事が不規則になり、十分な口腔内のケアが難しくなるなど、歯周病菌が増殖しやすい
　といわれています。歯周病にかかっている人は「早産」や「低体重児出産」の危険性が高くなるこ
　とがあります。

保育所（園）名
  定員

　（人）
　　　　保育年齢

  湯浦保育所 １５０   生後６か月から就学前まで

  大野保育所 ４５ 　　　　　　”　

  田浦保育所 １２０ 　　　　　　”

  淳光育児園 ９０   生後３か月から就学前まで

  芦北保育園 ８０ 　　　　　　”

  吉尾保育園 ２０ 　　　　　　”

  計石保育園 ４５ 　　　　　　”

◆受付期間  １１月１４日（月）〜１１月３０日（水）
◆提出書類 （福祉課、田浦基幹支所および各保育所に
　あります。）
　①入所申込書　②父親の就労証明書　
　③母親の就労証明書または母子手帳　
　④病人の看護等の場合は、看護を受ける方の診断書　
　⑤住民税の閲覧承諾書　
　⑥平成２３年分源泉徴収票（平成２４年１月以降に会社等から受領後に提出してください。）
※確定申告および青色申告をされる方は、申告が済み次第申告書の控えを提出してください。
※現在保育所に入所している園児についても、全ての書類を提出してください。
※町外の保育所に入所を希望する場合も申し込みが必要です。
＊お問い合わせ　
　福祉課　児童家庭福祉係　☎８２−２５１１（内線１５１）

保育所入所のご案内
平成２４年度

　平成２４年度保育所入所申し込みを受け付けます。
申込期間内に必要書類を提出してください。
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田浦子育て支援センター  12 月の行事
　３日（土）　お楽しみ会に参加しよう
　６日（火）〜８日（木）絵本の読み聞かせ
１２日（月）〜１６日（金）クリスマス会の準備をしよう
２０日（火）    身体測定
２２日（木）　クリスマス会・誕生会
※支援センターは未就園児と保護者の方ならどなたでも利用で
　きます。気軽においでください。一時保育も行っています。
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時３０分〜正午　午後２時４５分〜午後５時１５分
＊お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４

お 知 ら せお 知 ら せ

就
労
に
悩
む
若
者
を

　
　
　
　
　
　
応
援
し
ま
す

　

様
々
な
理
由
で
働
く
こ
と
に
不
安
を
抱

え
て
い
る
方
や
自
信
を
な
く
し
て
い
る
方

を
始
め
と
し
た
お
お
む
ね
15
～
39
歳
の
若

者
や
ご
家
族
の
方
に
対
す
る
地
域
の
支
援

拠
点
「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
県
内
に
は
３
か
所
（
熊
本
市
、
玉

名
市
、
宇
城
市
）
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
自
分
に
合
っ
た
職
業
・

▼
期
日　

平
成
24
年
１
月
８
日
㈰

▼
時
間　

受
付　

午
後
１
時
30
分 

～

　
　
　
　

祝
典
セ
レ
モ
ニ
ー     

午
後
２
時
～

　

 　
　
　

  

式
典　

午
後
２
時
30
分 

～

▼
場
所　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
）

▼
対
象
者　

　

平
成
３
年
４
月
２
日
～

　
　
　

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◇
案
内
状
を
町
内
在
住
の
方
へ
送
付
し
ま

す
。
町
内
に
住
所
が
な
い
方
は
、
11
月
22

日
㈫
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
住
所

等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
成
人
式
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す

「
20
歳
の
抱
負
（
意
見
・
主
張
・
将
来
の

夢
等
）」
の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
締
切
は
11
月
30
日
㈬
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎(

８
２)

２
２
１
３

芦
北
町
成
人
式

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
は

依
然
と
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事

件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
問
題
は
、
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　
「
あ
な
た
」
か
ら
の
連
絡
が
、
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と

な
り
ま
す
。

　
『
守
る
の
は　

　
　

気
づ
い
た
あ
な
た
の　

そ
の
勇
気
』

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　
　

　

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

  

11
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

自
動
車
事
故
・
・
・
ど
う
し
よ
う

と
思
っ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
自
賠
責

保
険
）
お
よ
び
任
意
自
動
車
保
険
に
関
す

る
相
談
を
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
お
受

け
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
関
す
る
損
害
保
険
の
こ
と

で
お
困
り
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日　

月
曜
～
金
曜（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午　
　
　
　

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
来
訪
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

▼
弁
護
士
相
談
日 

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

※
予
約
制
で
す
。
相
談
無
料
、
要
面
談

▼
場
所　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
（
熊
本
市
辛
島
町
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
２
４
）
８
７
４
０

事
業
主
の
皆
さ
ま
「
労
働
保
険
」

の
加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
労
働
保

険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
定
め
て
労
働

保
険
の
適
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府
が
管

掌
す
る
保
険
制
度
で
す
。

　

こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種
類
や

規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の
一

   

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
第
１
学

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

の
放
送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
お
気

軽
に
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間　

平
成
23
年
11
月
15
日
㈫
～

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
２
月
29
日
㈬

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

 

　
地
域
医
療
に
つ
い
て
語
ろ
う

　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地

域
医
療
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
方
、
水

俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
ご
意
見
の

あ
る
方
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

自
由
な
発
想
で
幅
広
い
意
見
交
換
を
目
指

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
無
料
。

▼
日
時　

11
月
29
日
㈫

　
　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時

▼
場
所　

水
俣
市
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー

　

３
Ｆ
も
や
い
ホ
ー
ル

　
　
（
水
俣
市
牧
ノ
内
３
―
１
）

▼
基
調
講
話　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
ほ
か
、
質
疑
応
答
な
ど

＊
お
問
い
合
わ
せ　

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

　

☎
（
６
３
）
２
１
０
１
（
内
線
５
８
２
）

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
（
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
）
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た

電
話
帳
配
達
・
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
不
要
と
な
っ
た
古
い

電
話
帳
は
、
お
客
様
に
て
資
源
回
収
等
へ

出
し
て
も
ら
い
処
分
す
る
か
、
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

無
料
で
後
日
回
収
に
伺
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

　

11
月
23
日
㈬
は
勤
労
感
謝
の
日
で
祝
日

と
な
り
ま
す
が
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

た
だ
し
、
午
後
か
ら
の
通
常
持
ち
込
み
の

受
け
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

芦
北
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
８
６
）
０
２
７
７　

ゴ
ミ
収
集
（
11
月
23
日
）

職
種
が
わ
か
ら
な
い
」「
就
職
に
不
安
が

あ
る
」
な
ど
、
働
く
意
欲
を
持
ち
な
が
ら

行
動
に
踏
み
出
せ
な
い
若
者
や
ご
家
族
か

ら
の
相
談
を
受
け
て
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
臨
床
心
理
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
通
じ
て
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
あ
っ

た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

　

就
労
で
お
悩
み
の
方
は
、
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ー
さ
ぁ
）

　

☎
０
９
６
（
３
６
５
）
０
１
１
７

　

電
子
メ
ー
ル:kum

am
oto.saposute@

　
　
　
　
　
　

m
ica.dti.ne.jp　

 

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度
を

　
　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
に

加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以

前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自

身
が
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら

な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ

 

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

　
　
　
運
航
を
開
始
し
ま
す

　

熊
本
県
で
は
、
救
急
医
療
体
制
の
強
化

策
と
し
て
、
今
年
12
月
下
旬
か
ら
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
（
基
地
病
院
：
熊
本
赤
十
字
病

院
）
の
運
航
を
予
定
し
て
お
り
、
救
急
搬

送
を
担
っ
て
い
る
県
防
災
消
防
ヘ
リ
「
ひ

ば
り
」
と
連
携
し
、
２
機
で
救
急
医
療
活

動
を
行
う
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
周
知
事
項

・
一
般
の
方
が
ヘ
リ
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き

　

ま
せ
ん
。
１
１
９
番
で
連
絡
を
受
け
た

　

消
防
機
関
が
、
患
者
の
け
が
や
病
気
の

　

状
況
な
ど
か
ら
、
ヘ
リ
で
運
ぶ
必
要
が

　

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
呼
ぶ
こ
と
に

　

な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
で
の
移
動
に
か
か
っ
た
費
用
を
支

　

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
動
し

　

た
医
師
な
ど
が
行
う
治
療
に
要
す
る
費

　

用
は
支
払
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
が
飛
来
し
た
際
に
は
、
危
険
で
す

　

の
で
、
近
寄
ら
ず
、
消
防
機
関
の
指
示

　

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　
【
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
】

　

熊
本
赤
十
字
病
院
建
築
推
進
室

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
２
１
１
１ 

　
【
ヘ
リ
救
急
搬
送
体
制
】

　

熊
本
県
医
療
政
策
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
４
６

部
を
除
い
て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
、
加
入
手
続
き
を
行

い
労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

労
働
者
の
方
が
業
務
上
や
通
勤
中
に
お

い
て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
か
か
っ
た

り
、
あ
る
い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場

合
に
必
要
な
労
災
保
険
制
度
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
ま
た
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
等
に

よ
り
失
業
し
た
場
合
の
失
業
給
付
や
、
在

職
中
に
お
け
る
育
児
お
よ
び
介
護
休
業
給

付
等
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
速
や
か
に
保

険
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣

　

☎
（
６
２
）
８
６
０
９

　

八
代
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
３
１
５
１

び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
各
種
手

続
き
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請

求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
る

限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３
（
５
４
０
０
）
４
３
３
４

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
熊
本
支
部

　
（
熊
本
県
森
林
組
合
連
合
会
内
）

　

☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
２
９
１
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●お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

 

　    死亡日              亡くなられた方　      年齢　　　  区

     １０．  ２　　　 堂本　勇　　　　   ８４　　 湯南団地
     １０．  ２　　　 鶴田　忠三　　　   ７９　　 大尼田
     １０．  ２　　　 亀崎　政治　　　   ８５　　 田浦３
     １０．  ３　　　 吉田　セイ子　　   ８６　　 上原
     １０．  ４　　　 山元　香　　　　   ８３　　 小田浦７
     １０．  ５　　　 大﨑　正行　　　   ８８　　 女島西
     １０．  ８　　　 田口　光義　　　   ７８　　 丸山
     １０．  ８　　　 小崎　ナツ子　　   ８０　　 平生
     １０．  ９　　　 森　熊雄　　　　   ８４　　 高岡南
     １０．１７　　　 下田　弘之　　　   ９１　　 湯浦東
     １０．１７　　　 濱田　洋一　　　   ６２　　 大岩１
     １０．１８　　　 坂梨　政春　　　   ５４　　 市野瀬
     １０．１９　　　 緒方　ヤス子　　   ８６　　 芦北
     １０. ２５　　　 坂熊　順之助　　   ９１　　 田川
     １０. ２８　　　 山本　勝義　　　   ８９　　 永谷

　  氏　　名　　     出生日  　 性別　   保護者　　  区

　城迫　うらら 　 ９．２５　   女　　 潤　一　　宮崎

　河津　拓
た く

空　 　 ９．２６　   男　　 正　人　　市野瀬

　杉村　結
ゆ い は

羽　 　 ９．２８　   女　     浩　二　　白岩

　中田　優
ゆ づ き

月　 　 ９．２９　   女　　 喜　隆　　道川内西

　木下　浩
こうすけ

輔　　  ９．３０　   男　　 大　輔　　新町

　長濵　琉
るな

　　  １０．１１　   男　　 由　洋　　湯南団地

人 口　　　１９，９０２人　    （ー１０）
男 　　　　９，２８３人　　（ー１５）
女 　　　１０，６１９人　　（＋５）

65 歳以上　　　　７，０１３人　　（＋１３）
高齢化率　　　　　３５．２％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６２４世帯 　   （＋１）

人口の動き（H23.11.1 現在）　（　）内は前月比

お 誕 生 お め で と う
H23.10.1 〜 10.31 受付分（敬称略）受付件数９件

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
　ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H23.10.1 〜 10.31　受付分（敬称略）受付件数１８件

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

火
縄
銃
月
に
放
ち
て
能
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
義
一
（
水
俣
市
）

城
跡
や
能
の
侘わ
び

寂さ
び

風
す
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　  

　  

宮
家
淑
輝
（
熊
本
市
）

薪
能
義
経
の
世
の
月
昇
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
吉
達
（
水
俣
市
）

秋
風
に
ゆ
ら
り
ゆ
る
り
と
薪
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
光
憲
（
八
代
市
）

俳

句

【
町
民
講
座
】

松
風
に
さ
そ
は
れ
て
鳴
く
蝉
一
つ

　
　
　
　
　
　
　（
日
野
草
城
の
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
田
功
子

書
道
（
か
な
）

●お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

短

歌

　秋の全国火災予防週間が１１月９日から始まりました。

　平成２３年度全国統一消防標語は、「消したはず　決めつけないで　もう一度」
です。

　これからの季節、寒くなり火を扱う機会も増えてくると思いますので、火の取り

扱いには十分気を付けましょう。

火の用心

　３つの習慣
　　○寝たばこは、絶対しない
　　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
　　○ガスコンロ等のそばを離れるときは、必ず火を消す
　４つの対策
　　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報機を設置する
　　○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する
　　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する
　　○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

今
月
は
、
観
月
会
開
催
時
に
募
集
し
た
俳
句
と

短
歌
の
優
秀
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

幽
玄
の
世
界
へ
誘
う
薪
能
雲
間
の
月
の
し
ば
し
止
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
良
祐
子
（
芦
北
町
）

天
高
く
祝
砲
響
く
芦
北
は
八
島
の
能
に
秋
は
ふ
け
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
耕
作
（
益
城
町
）

薪
能
時
を
忘
れ
て
見
入
り
お
る
今
夜
の
月
よ
い
つ
い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
ツ
ネ
子（
芦
北
町
）

秋
の
夜
に
幽
玄
の
舞
見
る
月
と
我
が
人
生
の
最
良
の
日
な
り
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
み
や
子（
八
代
市
）

　思いがけず犯罪の被害に遭った方の中には、犯罪そのものによる被害だけで
なく、被害後の精神的なショック、捜査・裁判への不安、生活面や経済的な不
安など、様々な問題が生じることも少なくありません。警察では、様々な被害
相談窓口を設けています。ひとりで悩まず、まずは相談してみましょう。

警察安全相談室
☎０９６（３８３）９１１０　

　または＃９１１０
  

被害相談窓口のご案内

レディース１１０番
  ☎０１２０（８３４）３８１　

犯罪被害者支援室
  ☎０９６（３８１）０１１０　
　（内線２１９３〜２１９５）

  犯罪被害者の心の悩み・犯罪被
  害給付制度に関する相談窓口で  
  す。

暴力追放相談電話
☎０９６（３８４）０１１０ 

肥後っ子テレホン
  ☎０９６（３８４）４９７６　

  または０１２０（０２）４９７６
  いじめや犯罪被害に遭った子ど  
  ものこと、少年の非行問題など、
  少年問題専門の相談電話です。

悪質商法１１０番
  ☎０９６（３８５）１１１０　

 

   警察の総合的な相談窓口です。

性犯罪の被害に関する女性専用
の相談電話です。

暴力団が関係する事件、トラブ
ルに関する相談電話です。

悪質商法の被害に関する相談電
話です。
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熊
本

県
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大
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／
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発
行

日
／

平
成

２
３

年
１

１
月

１
０

日
発

　
行

／
芦

北
町

　
　

編
集

／
総

務
課

２
０
１
１

11
月

　N
o.83

夏
が
過
ぎ
た
秋
で
も

　
　
　  

熱
い
御
立
岬

　

10
月
23
日
、
音
楽
と
ア
ー
ト
の
融
合
イ

ベ
ン
ト
「
ク
ロ
ス
ゼ
ロ
」
が
今
年
も
御
立

岬
海
水
浴
場
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。（
財
）
水
俣
芦
北
地
域
振
興
財
団
の

助
成
を
受
け
ク
ロ
ス
ゼ
ロ
実
行
委
員
会
が

主
催
。
司
会
に
は
芦
北
親
善
大
使
の
え
み

り
ィ
ー
と
上
田
ア
ニ
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

葦
北
鉄
砲
隊
と
く
ま
モ
ン
の
初
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
演
武
で
観
客
を
魅

了
。
水
俣
芦
北
出
身
が
い
る
バ
ン
ド
「
Ｂ

ｉ
ｇ 

Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
」
や
熊
本

出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
Ｋ
ｅ
ｎ
ｓ
ｈ
ｉ

ｒ
ｏ
」
ら
が
熱
い
ラ
イ
ブ
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
熊
本
の
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
松
永
壮
さ
ん

が
三
味
線
奏
者
の
高
﨑
裕
士
さ
ん
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
作
品
を
造
る
ア
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
テ
レ
ビ
番
組
「
ザ
・
ベ
ス
ト
ハ
ウ
ス

１
２
３
」
で
一
躍
有
名
と
な
っ
た
「
ピ
ス

ト
ル
バ
ル
ブ
」
ら
が
出
演
。
最
後
は
、
男

性
２
人
組
で
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
「
キ

マ
グ
レ
ン
」
に
よ
る
ラ
イ
ブ
。
大
ヒ
ッ
ト

曲
「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
の
演
奏
が
始
ま
る
と
、

観
客
は
手
に
タ
オ
ル
を
持
ち
、
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
グ
ル
グ
ル
回
し
な
が
ら
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
ど
ろ
ダ
ン
ゴ
づ
く
り
や
竹
細

工
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
親
子

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

①「Big John TENTA」のライブ②司会のえみりィー（右）
③竹細工づくり④葦北鉄砲隊と一緒に号砲を放つくまモン
⑤高﨑さん（右）と松永さんのアートの共演

①

②③

④⑤

　
「
芦
北
観
光
う
た
せ
船
感
謝
祭
」（
芦
北

漁
協
主
催
）
が
10
月
23
日
、
芦
北
漁
協
前

広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、今
年
で
18
周
年
を
迎
え
た「
魚

の
朝
市
」
が
午
前
７
時
か
ら
行
わ
れ
、
魚

の
競
り
や
買
い
求
め
る
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
鯛
の
み
そ
汁
や
ヒ
ラ

の
刺
身
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
エ
ビ
飯
や
魚
の
す
り
身
の
天

ぷ
ら
、
イ
シ
エ
ビ
の
か
き
揚
げ
、
足
赤
エ

ビ
の
塩
焼
き
な
ど
、
普
段
う
た
せ
船
で
食

べ
る
船
上
料
理
販
売
が
行
わ
れ
、
出
来
た

て
を
食
べ
よ
う
と
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
感
謝
祭
の
目
玉
「
う
た
せ
船
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
」。
１
人
５
０
０
円
で
約
１

時
間
う
た
せ
船
に
乗
っ
て
、
沖
合
で
漁
を

し
て
い
る
３
隻
の
う
た
せ
船
を
巡
り
ま
し

た
。
既
に
前
日
ま
で
の
予
約
客
で
満
席
状

態
。
受
付
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
方

で
混
雑
し
ま
し
た
。
乗
船
さ
れ
た
の
は

３
８
４
人
。
こ
の
日
は
、
沖
合
の
風
が
強

く
、
う
た
せ
船
の
帆
を
高
く
上
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
が
、
人
吉
か
ら

参
加
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
「
初
め
て
う
た
せ

船
に
乗
り
ま
し
た
。
景
色
が
最
高
。
う
た

せ
船
の
写
真
も
撮
れ
ま
し
た
。
今
度
は
友

達
を
誘
っ
て
乗
船
し
た
い
」
と
笑
顔
で
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
の
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
初
め
て

企
画
さ
れ
た
感
謝
祭
で
し
た
が
、
多
く
の

お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
、
大
盛
況
の
一
日
で

し
た
。

▶
う
た
せ
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。

　
船
頭
が
う
た
せ
網
漁
を
説
明

新
鮮
な
魚
を
安
く
競
り

　
う
た
せ
船
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

▲「魚の競り」で金額を出し合う参加者

◀イシエビのかき揚げ５０円に長蛇の列

▶
足
赤
エ
ビ
の

　
塩
焼
き


